　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度　学校経営・運営ビジョン　　　　　　　　　　　　　　金山町立かねやま小学校
＜　教育目標　＞
　　　　　　　　　　　　　   心かよわし
未来をひらくかねやまの子ども
○ かんがえ、学びあう子【英知】
○ ねばりづよい子　　　【健康】
○ やさしい子　　　　　【友愛】
○ まちを愛する子　　　【共生】







            　　　 ○ 保護者とのつながり　・学校ホームページ、各種たより等での情報発信　　・学級学年、個別懇談の実施、日常のこまめな連絡　　・不祥事の絶無
開かれた学校づくり  ○ 保護者との連携　　　・基本的生活習慣・家庭学習習慣の定着　・いじめ、不登校の未然防止と対応　・児童の安全確保（日常、緊急時）
○ 地域との協働･連携　 ・地域で学ぶ、地域から学ぶ（人・もの・自然等地域教材の活用） ･ 学校行事等への案内･参加（共催）・児童の見守り･安全確保
重点目標：主体的でたくましい子どもの育成


～「なりたい自分」に向かって全力・協力・チャレンジ～





◎ 目指す学校像


○　子どもの個性や思いが尊重され、いきいきと過ごせる学校


○　教師と保護者が子どもの成長に寄り添える学校


○　子どもたちが仲良く元気いっぱいともに成長できる学校


◎ 目指す教師像　　


○　子どもに寄り添い、尊重する教師�　○　児童・保護者・地域に信頼される教師


○　目標をもち自己研鑽に励む教師�　　





◎ 子どもの実態や願い


○　町の宝として、大切に育てられている


○　固定的な人間関係等で言動が受身的になりがち


○　仲良く笑顔があふれる学校にしたいという願い


◎ 保護者の願い 


○　やさしく思いやりのある子


○　心身ともに健康な子


○　何事にもチャレンジするたくましい子


○　自分で考え行動する子





かんがえ、学びあう子





進んで自分の考えを伝え、


協力して学びあう子ども　








ねばりづよい子





めあてに向かってねばり強く取り組み、 


たくましくやり抜く子ども　　　





まちを愛する子





金山のよさを知り、人･地域･自然等から学び、町に誇りをもつ子ども　　　　








やさしい子





自分も友達も大切にし、


やさしく思いやりのある子ども　














○ 運動能力と体力の向上に努めます


・ 個に応じた課題設定（記録会や体育交流会等）


・　年間を通した運動タイムの実践


・ 運動身体づくりプログラムの継続的な取組み


・ 外遊びや体育館遊びの奨励と機会の確保


○ 自立をめざし生活習慣を育成します


・ 「自分手帳」を継続的に活用した健康・食生活・運動等の


マネジメントサイクルの確立


・ 「早寝・早起き・朝ご飯」の指導を家庭と連携して行う。


・ メディアコントロールの段階的・継続的推進（中学校との


連携）


・ 返事・あいさつ･言葉遣いの継続指導


○ 病気やけがの予防指導を推進します


・　計画的な各種健康教室の実践（委員会活動の活用）


 ・　関係機関との連携による啓発活動の推進


○ 安全教育を充実します


・ 「自助」「共助」を意識した安全指導の継続


・ 関係機関と連携した交通教室･避難訓練･防犯教室の実施


・ 学校施設の日常的・定期的な点検


・　「そなふくノート」を活用した防災教育





○ ふるさと教育を推進します


・ 地域の自然･文化･伝統･歴史をリアルに学ぶ機会の設定


・ 地域素材や地域の人材を生かした活動の推進


・ ふるさとへの愛着と誇りの醸成、貢献しようとする意欲の


喚起


○ 体験活動･環境教育を充実します


・ 金山の野菜作り、米作り（栽培から調理、販売を含む）


・ 森林環境学習の実践


・　環境教育での自主的・自発的活動の推進


○ 友達や他者と関わり合う活動を進めます


・ 縦割り集団により学び合う学習活動の実施


・ 支え合い、高め合う学級活動や委員会活動の推進


・　行事への取組を通して、一体感や所属意識を高める


・ 町外他校との交流学習や記録会の実施・参加


・ 町内保育所･中学校･高校との交流と連携


・ 町内特別養護老人ホームとの交流


○ ＳＤＧsの取組を推進します


・  地域貢献の視点をもち、１７のゴール、１６９のターゲット


をさまざまな視点から分類し、教育実践に生かす


・  教科を中心とした教育活動全般で位置づけたり、取り組


んだりすることにより理解を深め、行動を積み重ねる。








○「分かる」「できる」授業を行います


・　分かりやすい説明、めあての提示、まとめや振り返り等を徹


底し、学びやすい授業を実現し、基礎的・基本的な知識及び


技能の確実な習得を図る。


・　考える時間の確保、対話、発表等の意見の共有を通して思考


を深める授業を行う。


・　１人１台専用タブレット端末の活用を日常化し、個に応じた指


　導の充実を図り、意見を発表したり、他者との考えを比較したり


　することにより、思考力、判断力、表現力を伸ばす。


・ リーディングスキル向上のための取組を行い、基礎的・汎用的


読解力を向上させ、RSTの視点で授業改善を行う。


○ 学習習慣を身につけさせます


・ 学習のしかたの指導の継続


・ 自己マネジメント力の育成（目標づくりと振り返り）


・　授業とつなぐ家庭学習の習慣化（「みかぐら」の活用）


○ 学力の定着を図る指導を充実します


・ 児童の興味・関心、好奇心を生かし、課題を設定させたり、解


決方法を考えさせたりすることで「主体的に学習に取り組む態


度」を育み、学力の定着と向上を目指す。


・　校内漢字・計算検定の実施（授業とつなぐ）


○ 学びの環境づくりを推進します


　・　望ましい言語環境･教室環境づくり


・　図書室の整備（訪れたくなる図書室）





○ 道徳教育を充実します


・ 道徳科の時間の充実


・ 保護者参観日における道徳科の授業公開


・ よさや努力を認め合う場の設定や指導の継続


○ 生徒指導を充実します


・ いじめ（見逃し）ゼロを目指した声かけや見守り、学級・学


年・学校全体の風土づくり


・ 新規不登校児童を出さない居場所づくり、絆づくり


・ 縦割りによる清掃や１人１役の給食当番活動の指導


・ 教育相談やアンケートを定期的及び随時行う


○ 心を育む読書活動を推進します


・ 読書タイム(学級･全校)の継続実施による読書の習慣化


・　委員会活動を活用した読書の啓発


・ 定期的な読み聞かせの実施や移動図書館の積極的活用


○ 教育支援の充実に努めます


・ 将来の社会的自立を見据えた教育支援の推進


・ SC、SSW、町保健福祉課、保育所、中学校、関係機関との連携


  

















PAGE  

